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概要 

LB11868Vは、外部PWM信号入力に対応した可変速機能を有する、単相バイポーラ駆動のモータプリド

ライバである。少ない外付け部品で、高効率、低消費で静音性の高い可変速駆動のファンモータが

構成できる。大風量、大電流を必要とするサーバ、民生機器のファンモータ駆動に最適である。 

 

特長 

・単相全波駆動プリドライバ 

・外部 PWM 入力による可変速制御 

・電流制限回路内蔵 

・無効電流カット回路内蔵 

・最低速設定端子 

・ソフトスタート設定端子 

・オンタイムスタート設定端子 

・Pch-FET キックバック吸収設定端子 

・ロック保護、自動復帰回路内蔵 

・FG(回転数検知)出力、RD(ロック検知)出力 

・サーマルシャットダウン回路内蔵 

 
最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

VCC端子最大電源電圧 VCC max  18 V 

OUTN端子最大出力電流 IOUTN max  30 mA 

OUTN端子出力耐圧 VOUTN max  18 V 

OUTP端子最大Sink電流 IOUTP max  30 mA 

OUTP端子OFF時最大流入電流 IOUTPoff max DUTY8%以下 10 mA 

OUTP端子出力耐圧 VOUTP max ※1 19 V 

VTH/RMI端子耐圧 VVTH/VRMI max  7 V 

S-S端子耐圧 VS-S max 7 V 

OTS 端子耐圧 VOTS max  7 V 

KBSET 端子耐圧 VKBSET max  7 V 

FG/RD 端子耐圧 VFG/RD max  19 V 

FG/RD 端子最大 Sink 電流 IFG/RD max  10 mA 

REG 端子最大出力電流 IREG max  10 mA 

HB 端子最大出力電流 IHB max  10 mA 

次ページへ続く。

モノリシックデジタル集積回路 

ファンモータ用単相全波駆動 
プリドライバ 

注文コード No.NA1915A 

データシート No.NA1915 をさしかえてください。 



LB11868V 

No.A1915-2/11 

前ページからの続き。 

項目 記号 条件 定格値 unit 

許容損失 Pd max 指定基板付 ※2 800 mW 

動作温度範囲 Topr ※3 －30～95 ℃ 

保存温度範囲 Tstg  －55～150 ℃ 

※1 電源からの直接入力は不可。OUTP-パワー側電源間に抵抗が入っていること。 

※2 指定基板付き：114.3mm×76.1mm×1.6mm, ガラスエポキシ基板 

※3 Tj max=150℃を超えないこと 

 

 

 

推奨動作範囲/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

VCC 電源電圧 VCC  4.0～16 V 

VTH/RMI 入力電圧範囲 VTH/RMI  0～4.0 V 

ホール入力電圧範囲 VICM  0.2～1.8 V 

 

電気的特性/Ta=25℃,VCC=12.0V 

項目 記号 条件 min typ max unit 

ICC1 駆動時 7.5 9.0 10.5 mA 回路電流 

ICC2 ロック保護時 6.0 7.6 9.0 mA 

REG電圧 VREG IREG=5mA 3.65 3.80 3.95 V 

HB電圧 VHB IHB=5mA 1.14 1.24 1.34 V 

電流制限電圧 VLIM  195 215 235 mV 

CPWM端子Hレベル電圧 VCPWMH  2.35 2.5 2.65 V 

CPWM端子Lレベル電圧 VCPWML  0.65 0.8 0.95 V 

CPWM端子充電電流 ICPWM1 VCPWM=0.5V 19 24 29 μA 

CPWM端子放電電流 ICPWM2 VCPWM=2.8V 19.5 24.5 29.5 μA 

CPWM発振周波数 FPWM C=220PF 32  kHz 

CT端子Hレベル電圧 VCTH  2.35 2.5 2.65 V 

CT端子Lレベル電圧 VCTL  0.65 0.8 0.95 V 

CT端子充電電流 ICT1 VCT=0.5V 1.6 2.0 2.4 μA 

CT端子放電電流 ICT2 VCT=2.8V 0.16 0.2 0.24 μA 

CT端子充放電比 RCT ICT1/ICT2 8 10 12 倍 

S-S端子放電電流 IS-S VS-S=1V 0.35 0.45 0.55 μA 

OTS端子充電電流 IOST1 VOST=0.5V 0.65 0.85 1.05 μA 

OTS端子放電電流 IOST2 VOST=0.5V 50 58 66 μA 

OTS端子スレッシュ電圧 VOST  1.2 1.3 1.4 V 

IO=1mA VCC-0.9 VCC-1.0 V OUTN出力H電圧 VONH 

IO=10mA VCC-1.9 VCC-2.1 V 

次ページへ続く。 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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前ページからの続き。 

項目 記号 条件 min typ max unit 

OUTN出力L電圧 VONL IO=10mA 0.9 1.05 V 

OUTP出力L電圧 VOPL IO=10mA 0.4 0.55 V 

ホール入力感度 VHN IN+,IN- 差電圧 

（ｵﾌｾｯﾄ、ﾋｽﾃﾘｼｽを含む） 

±10 ±20 mV 

FG/RD出力Ｌ電圧 VFGL/RDL IFG/RD=5mA 0.2 0.3 V 

FG/RD端子リーク電流 IFGL/RDL VFG/RD=19V  10 μA 

VTH/RMI端子ﾊﾞｲｱｽ電流 IVTH/IRMI CPWM=2V,VTH/RMI=1V  0.3 μA 

 

真理値表 

(1)駆動－ロック CPWM＝H VTH,RMI,S-S＝L 

IN- IN+ CT OUT1P OUT1N OUT2P OUT2N FG RD モード 

H L L L L OFF H L L OUT1→２駆動 

L H  OFF H L L OFF L OUT2→１駆動 

H L H OFF L OFF H L OFF ロック保護 

L H  OFF H OFF L OFF OFF  

 

(2)速度制御 CT,S-S＝L 

VTH,RMI CPWM OTS IN- IN+ OUT1P OUT1N OUT2P OUT2N モード 

H L L L OFF H OUT1→２駆動 L 

 

H 

L H OFF H L L OUT2→１駆動 

H L OFF L OFF H H L 

L 

L H OFF H OFF L 

回生モード 

H L OFF L OFF L H L H 

L H OFF L OFF L 

待機モード 

VTH、RMI、S-S 端子についてはタイミングチャート参照 

 

ピン配置図 
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外形図 

unit:mm (typ) 
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ブロック図 

 

 

 

SANYO : SSOP20J(225mil)
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応用回路例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1. 電源安定化コンデンサ 

信号側電源安定化用コンデンサは1μF以上の容量を用いる。 
VCCとSGND間にパターンを太く、最短にて接続する。 

 

*2．パワー側電源安定化コンデンサ 

パワー側電源安定化コンデンサは1μF以上の容量を用いる。 
パワー側電源とGND間にパターンを太く、最短にて接続する。 

電流が大きいファンに使用する場合、パワー側電源とGND間にツェナーダイオードを入れる。 

  

*3. REG端子 

3.8Vの低電圧出力端子。REG発振防止、安定化コンデンサは1μF以上の容量を用いる。 
REG端子とSGND間にパターンを太く、最短にて接続する。 

 

*4. HB端子 

低電圧出力端子。ホール素子のバイアス用として使用する。 

 

*5. IN+、IN-端子 

ホール信号入力端子。 

ノイズがのらないよう短く配線する必要がある。 

ノイズがのる場合には、IN+、IN-間にコンデンサを入れる。 

ホール入力回路は、ヒステリシス(15mV)を有するコンパレータとなっている。 

また、±30mV(入力信号差電圧)のソフトスイッチ区間を有している。 

ホール入力レベルとしては、最低でも100mV(p-p)を入力することを推奨する。 
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*6. CPWM端子 

PWM基本周波数発生用コンデンサ接続端子。 

CP=220pFを使用するとf=30kHz(typ)で発振し、PWMの基本周波数になる。 

電流制限解除信号、オンタイムスタート機能、ソフトスタート機能にも使用するため、速度制御

を行わない場合でも必ずコンデンサを接続する。  

 

*7. RMI端子 

最低速設定端子。 

未使用時は、REGでPULL UPする。 

外部電源による端子使用時、ICの電源が先にOFFする可能性がある場合、必ず電流制限用の抵抗を

入れ、大電流が流れ込まないようにする。(VTH端子も同じ) 

 

*8. VTH端子 

速度制御用端子。 

未使用時(全速時)は、GNDに接続する。 

制御方式は、タイミングチャート参照。 

パルス入力にて制御する場合、電流制限用抵抗を入れ、20k～100kHz(推奨20kHz～50kHz)の周波数

にて使用する。 

 

*9. SENSE端子 

電流制限検知用端子。 

端子電圧がVLIMを超えると電流制限がかかり、下側回生モードに入る。 

未使用時はGNDに接続する。 

 

*10. FG端子 

回転数検知用端子。 

オープンコレクタ出力で、相切り替えに応じたFG出力により、回転数検知が可能である。 

未使用時オープンにする。 

コネクタ抜き差し時、誤接続時等の端子保護用に1kΩ以上の電流制限抵抗を入れることを推奨す

る。 

 

*11. RD端子 

ロック検知用端子。 

オープンコレクタ出力で、回転時L、ロック検知時OFFとなる。 

未使用時オープンにする。 

コネクタ抜き差し時、誤接続時等の端子保護用に1kΩ以上の電流制限抵抗を入れることを推奨す

る。 

 

*12. CT端子 

ロック検出用コンデンサ接続端子。 

定電流充電、定電流放電回路を内蔵しており、端子電圧がVCTHになるとロック、VCTLになると 

ロック保護解除となる。 

未使用時(ロック保護不要時)GNDに接続する。 

 

*13. S-S端子 

ソフトスタート設定用コンデンサ接続端子。 

REG－S-S端子間にコンデンサを接続する。 

コンデンサの大きさによりソフトスタート時間の設定が可能。 

タイミングチャート参照。 

未使用時GNDに接続する。 
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*14. OTS端子 

オンタイムスタート設定用コンデンサ接続端子。 

定電流充電、制御DUTYによる放電回路を内蔵しており、端子電圧がVOTS以上になると、CT端子の

放電、S-S端子の充電を行う。 

未使用時(最低速設定を使用している場合)GNDに接続する。 

 

*15. KBSET端子 

Pchキックバック吸収回路設定端子。 

オープン：7.4V(typ)以上のVCC電圧で、キックバック吸収回路が動作する。 

GNDにPULL-DOWN：常時OFF 

REGにPULL-UP：常時ON(ただし、IC電源OFF時はキックバック吸収回路OFF) 

ファン電流値が大きく、Pchの負担を軽減したい場合には、KBSET端子をGNDにショートし、パワー

側電源-GND間にツェナーダイオードを使用する。 

キックバック吸収回路ON：OUTPOFF時、OUTP電圧はVCC+0.85V(常温、typ、流入電流5mA時)でクラ

ンプされる。 

キックバック吸収回路OFF：OUTPOFF時、OUTP電圧は端子保護のため約18V(常温、typ、流入電流5mA

時)でクランプされる。 

OUTPOFF時最大流入電流を超えないこと。 

 

*16. Pch FET 

Pchキックバック吸収回路を動作させ、電源-GND間ツェナーダイオードを使用しない場合、相切り

替え時のキックバックをPchで吸収する。 

ドレイン-ソース間の電圧差が大きい状態での動作になるため、十分能力のあるFETを選択する。 

 

*17. Nch FET 

スイッチングの影響による、Nchゲート電圧変動が大きい場合、ゲート-GND間にコンデンサを入れ

る。 

コイル電流回生時、Nchのダイオードを使用するため、十分能力のあるFETを選択する。 
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制御タイミングチャート（速度制御） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 最低速設定(待機)モード 

低速時のファン回転数は、RMI端子で設定された最低速で回転する。 

最低速設定されていない場合(RMI端子をREGにPULLUP)は、VTH電圧が上昇するとファンが停止し、

OTS端子コンデンサを使用している場合は待機モードに入る。 

待機モード詳細は『制御タイミングチャート(オンタイムスタート、ロック保護)』にて説明。 

 

② 低速⇔高速モード 

CPWMの発振電圧(VCPWML⇔VCPWMH)とVTH電圧を比較し、PWM制御される。 

VTH電圧が低い場合、駆動モードになる。VTH電圧が高い場合、PchがOFFし、コイル電流が下側FET

内で回生される。よって、VTH電圧が低くなるにつれ、出力のON-DUTYが大きくなり、コイル電流が

増え、モータ回転が上昇する。 

回転数は、FG出力によりモニターできる。 

 

③ 全速モード 

VTH電圧がVCPWML以下で、全速モードになる。(速度制御行わない場合は、VTH=GNDにする) 

GND

VCPWMH

VCPWML

CPWM

0%

100%

FG

ONDUTY
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制御タイミングチャート（ソフトスタート） 

(1)VTH＜RMI電圧時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)VTH＞RMI電圧時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S-S端子－GRG間コンデンサ容量により、S-S端子電圧の傾きを調整する。 

推奨コンデンサ：0.1μ～1μF
 

GND

VCPWMH

VCPWML

CPWM

0%

100%

ONDUTY

T

GND

VCPWMH

VCPWML

CPWM

0%

100%

ONDUTY

T



LB11868V 

No.A1915-10/11 

制御タイミングチャート（オンタイムスタート、ロック保護） 

(1)通常回転時に VTH による停止信号を入力した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VTH/RMI 入力による出力 DUTY が約 1%以下になると OTS 電圧が上昇し、VOTS に達すると待機モード

となり、CT 端子の放電、S-S 端子の充電を行う。待機モード時、VTH/RMI 入力により再度駆動モー

ドにした場合、ソフトスタートを伴い回転を直ぐにスタートする。 

CT 端子は FG の切り替わりと同時に放電を行う。ロック保護については(2)参照。 

 

 

(2)ファン拘束時に VTH 電圧による停止信号を入力した場合 
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ファンを拘束した場合、CT 端子電圧が上昇し、VCTH に達するとロック保護状態となり、OUTP=OFF、

RD=OFF となる。ロック保護状態になると、CT 端子が放電し、VCTL になると再起動(ソフトスタート)

を行う。回転を開始し、FG 信号が切り替わった場合 RD=L となる。 

注)ロック中に待機モードにした場合も、RD=L となる。 
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又は間接的に生じるすべてのクレーム、費用、損害、経費、および弁護士料などを、お客様の責任において補償をお願いいたします。また、SCILLCとその役員、従業員、

子会社、関連会社、代理店に対して、いかなる損害も与えないものとします。

SCILLCは雇用機会均等/差別撤廃雇用主です。この資料は適用されるあらゆる著作権法の対象となっており、いかなる方法によっても再販することはできません。
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